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〈お願い〉　住所（住居表示変更含む）や家族の変更がありましたら、本部までご連絡ください。

９
月
号

　

８
月
６
日
、
９

日
、
15
日
に
は
、

誰
も
が
平
和
・
戦

争
に
つ
い
て
考
え

た
こ
と
で
し
ょ

う
。
福
祉
施
設
の
事
件
、
飛

行
機
の
墜
落
事
故
が
あ
っ
た

の
も
８
月
。
自
分
の
命
、
自

分
に
つ
な
が
る
命
に
つ
い
て

も
思
い
め
ぐ
ら
し
ま
す
▼
８

月
５
日
、
三
軒
茶
屋
の
シ
ア

タ
ー
ト
ラ
ム
に
朗
読
劇
「
こ

の
子
た
ち
の
夏
、
１
９
４
５

ヒ
ロ
シ
マ　

ナ
ガ
サ
キ
」
を

観
に
行
き
ま
し
た
。
座
席
番

号
を
確
認
し
て
い
る
と
杖
を

つ
い
た
私
を
見
て
、
係
の
方

が
〝
昇
降
機
に
ご
案
内
し
ま

す
〞と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
の
る
と
ス
テ
ー
ジ
近

く
に
止
ま
り
座
席
ま
で
案
内

し
て
く
れ
ま
し
た
。
終
了
後

ロ
ビ
ー
で
数
人
の
外
国
人
の

グ
ル
ー
プ
が
い
ま
し
た
が
、

購
入
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
や
台
本

の
英
訳
や
通
訳
の
案
内
も
記

載
し
て
あ
り
ま
し
た
▼
こ
の

公
演
の
次
の
日
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵

溝
ノ
口
駅
前
で
の
署
名
行
動

に
参
加
し
て
い
る
と
、「
昨

日
劇
場
に
い
た
で
し
ょ
」
と

声
を
か
け
ら
れ
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。

〜
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
〜

息
す
で
に
ひ
き
と
り
し
子
を

ゆ
さ
ぶ
り
て

泣
き
叫
ぶ
母
が　

瓦
礫
の
上
に　

（
荘
内
伍
）

迫
り
く
る
火
は
下
敷
の
子
を

焼
か
ん
と
す

狂
気
の
如
く　

泣
き
叫
ぶ
母

（
内
田
綾
子
）

編
集
委
員　

谷
田
部
洋
子

青い空

絵
手
紙

大
師
中
央
支
部  

室
井
富
美
子

パルシステムと が川崎医療生協

　

７
月
29
日
、
川
崎
区
大
師
公
園
で
、
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ

ム
神
奈
川
と
川
崎
医
療
生
活
協
同
組
合
が
初
め
て
コ
ラ
ボ
し
た
「
モ

ル
ッ
ク
体
験
＆
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、96
人
が
参
加
、

子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
川
崎
医
療
生
協
健
康

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
が
、
神
奈

川
県
内
の
購
買
生
協
や
医
療
生

協
が
集
ま
る
集
会
で
、「
一
緒

に
モ
ル
ッ
ク
や
り
ま
せ
ん

か
？
」と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

パ
ル
シ
ス
テ
ム
神
奈
川
か
ら

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
一
緒
に
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
応
え
が

あ
り
、
こ
の
企
画
が
実
現
し
ま

し
た
。

モ
ル
ッ
ク
っ
て
な
あ
に
？

モ
ル
ッ
ク
っ
て
な
あ
に
？

　

モ
ル
ッ
ク
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。「
モ

ル
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
木
の
棒

を
投
げ
て
、
数
メ
ー
ト
ル
先
に

あ
る
「
ス
キ
ッ
ト
ル
」
と
呼
ば

れ
る
、
頭
に
数
字
が
記
載
し
て

あ
る
木
の
棒
を
倒
し
、
点
数
の

合
計
が
ピ
ッ
タ
リ
50
点
に
な
る

の
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

５
歳
ぐ
ら
い
か
ら
高
齢
者
ま

で
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
、

こ
の
日
も
、子
ど
も
の
チ
ー
ム

が
大
人
の
チ
ー
ム
に
勝
っ
た

り
、
モ
ル
ッ
ク
初
体
験
の
チ
ー

ム
が
経
験
者
の
チ
ー
ム
に
勝
つ

な
ど
、
65
人
が
モ
ル
ッ
ク
を
楽

し
み
ま
し
た
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
大
人
気

健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
大
人
気

　

こ
の
日
は
、
血
圧
・
血
管
年

齢
・
体
組
成
・
握
力
・
足
指
力

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
し
た
人
か
ら
は
「
健

康
チ
ェ
ッ
ク
は
久
し
ぶ
り
の
開

催
だ
か
ら
、
楽
し
み
に
し
て
き

た
よ
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。
看
護
師
に
よ
る
結
果
説
明

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク

の
結
果
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の

自
分
自
身
の
健
康
上
の
悩
み
の

相
談
や
健
康
談
義
を
し
な
が

ら
、
70
人
が
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

利
用
し
ま
し
た
。

暑
さ
対
策
も
し
っ
か
り
と

暑
さ
対
策
も
し
っ
か
り
と

　

こ
の
日
は
か
な
り
暑
く
、
主

催
者
側
で
は
、
た
た
く
と
瞬
間

的
に
冷
え
る
冷
却
パ
ッ
ク
を
無

料
配
布
し
、
定
期
的
に
水
分
を

と
る
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る

な
ど
の
対
策
を
取
り
、
参
加
者

全
員
、
元
気
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ル
シ

ス
テ
ム
か
ら
は
参
加
者
全
員
に

「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ジ
ュ
ー
ス
」
が

配
ら
れ
ま
し
た
。

1111
月
に
は
大
会
も

月
に
は
大
会
も

　

今
回
は
川
崎
市
の
南
部
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
９
月
に
は
幸

区
で
、
10
月
に
は
多
摩
区
で
同

様
の
企
画
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
11
月
に
は
、
モ
ル

ッ
ク
の
全
市
の
大
会
を
中
原
区

で
行
う
予
定
で
す
。

モルック体験 健康チェック&
96人が集まり96人が集まり
盛り上がる盛り上がる

川崎市川崎市中部中部会場会場 川崎市川崎市北部北部会場会場
日時　9月30日（土）
　　午前9時30分～11時30分

場所　 FUSOグリーンガーデン
多目的広場

　　　川崎市中原区上平間1668

定員 50人
　　　※ 定員を超えた場合は参加で

きない場合もあります。

参加費 無料
　申込は不要です

日時 10月22日（日）
　　　午前10時～12時

場所 中野島石河原公園
　　　多摩区中野島5－2

定員 50人
　　　※ 定員を超えた場合は参加で

きない場合もあります。

参加費 無料
　申込は不要です 川崎医療生協健康まち

づくり推進部（電話 044
－266－7532）まで。

この企画についての
問い合わせ

コラ ！ボ

会場地図▶ 会場地図▶



健　康　・　医　療

　
『
物
質
と
電
気
的
・
化
学

的
反
応
の
集
合
体
に
す
ぎ
な

い
脳
か
ら
、
な
ぜ
意
識
は
生

ま
れ
る
の
か
？
』、『
脳
も
、

頭
蓋
か
ら
取
り
出
し
て
う
す

く
ス
ラ
イ
ス
し
、
顕
微
鏡
下

で
覗
け
ば
、
ち
ょ
っ
と
ば
か

り
手
の
込
ん
だ
電
気
回
路
に

す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
倍
率
を

あ
げ
れ
ば
、
コ
ッ
プ
の
中
の

水
と
同
様
、
分
子
原
子
の
か

た
ま
り
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、脳
に
は
、

〝
脳
に
な
っ
た
感
覚
＝
意
識
〞

が
生
じ
る
』。
こ
れ
は
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

准
教
授
の
渡
辺
正ま

さ

峰た
か

さ
ん
の

発
言
で
す
。

　

渡
辺
さ
ん
は
『
脳
の
意
識

機
械
の
意
識
〜
脳
神
経
科
学

の
挑
戦
』（
中
公
新
書
）
の

著
者
で
す
が
、
出
版
の
ね
ら

す
る
こ
と
を
予
言
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ア
ヌ
・
リ
ー
ブ
ス
主
演
の

『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｘ
）』
と
い
う
映
画
を
ご
存

じ
で
し
ょ

う
か
？
後

頭
部
に
電

線
を
接
続

し
、
仮
想

空
間
の
中

で
戦
う
と

い
う
設
定

の
映
画
で

す
。
私
は

６
月
に
イ

ギ
リ
ス
に

旅
行
を
し

て
き
ま
し

た
が
、
機

内
で
そ
の
最
新
版
『
マ
ト
リ
ッ

ク
ス　

レ
ザ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ
』

を
観
ま
し
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
と

現
実
が
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
何

が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
映
画
で

し
た
。

　

も
う
一
本『
エ
リ
ジ
ウ
ム（
Ｅ

Ｌ
Ｙ
Ｓ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
）』（
天
国
と
い

う
意
味
）
と
い
う
映
画
は
２
１

５
４
年
の
世
界
を
想
定
し
た
物

で
す
が
、
主
演
の
マ
ッ
ト
・
デ

イ
モ
ン
の
頭
に
は
や
は
り
電
線

が
接
続
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
と
の
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
が

行
わ
れ
ま
す
。
２
本
と
も
近
未

来
を
想
定
し
た
映
画
で
す
が
、

脳
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
接
続

は
、
今
や
世
界
中
で
盛
ん
に
研

究
さ
れ
、
多
額
の
資
金
が
投
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
注
）
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

ー
：
人
間
の
脳
と
同
じ
レ
ベ
ル

の
人
工
知
能
が
誕
生
す
る
時

点
。
現
時
点
で
は
２
０
４
５
年

頃
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
は
、
自
分
の
目
の
黒
い
う
ち

に
、「
脳
と
機
械
の
意
識
の
接

続
」
↓
「
意
識
の
機
械
へ
の
移

植
」
に
挑
戦
し
た
い
と
熱
望
さ

れ
て
い
る

か
ら
で

す
。
そ
し

て
自
ら
の

脳
を
機
械

と
接
続
す

る
こ
と
を

目
指
し
て

い
ま
す
。

グ
ー
グ
ル

社
の
技
術

開
発
部
門

を
率
い
る

レ
イ
・
カ

ー
ツ
ワ
イ

ル
（
技
術
的
特
異
点
：
シ
ン
ギ

ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
提
唱
者
）
は

21
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
現
実
化

ちょっと休憩④　脳と機械の接続第33回 ちち と休憩④ 脳と脳 機械の接続第
生命科学の歴史 人間の過去・現在・未来

協同ふじさきクリニック　所長　桑島 政臣

☎044‒533‒1223 ☎044‒820‒0331☎044‒355‒6395

☎044‒287‒7510 ☎044‒299‒4780 ☎044‒266‒5759

☎044‒287‒7390

　高津区にある介護老人保健施設・樹の丘ではボランティアを募集しています。
ボランティアを通じて、人とのつながりをひろげてみませんか？
ボ ィン 内ラ ア 容テ
 場　所　樹の丘の療養棟とデイサービス
 内　容　●昼食前の体操　●利用者と一緒に歌をうたう　●囲碁、将棋の相手
　　　　 ●お話し相手　　●演芸発表（手品、楽器演奏など内容は要相談）
　　　　 ●余暇活動補助（トランプ、囲碁・将棋・麻雀、刺し子、植木手入れなど）
　　　　 ●作業活動補助（貼り絵など）
　　　　 ●理美容の誘導（車いす介助、歩行見守りなど） ●書道サークル
　　　 　●裁縫（衣類の補修、柵カバーなどの作成など） ●シーツ交換
　　　　 ●お茶配り、片付け　●植木手入れ（屋上、駐車場など）
　　　　 ●入浴後の着替え、整容（着衣介助、ドライヤーかけなど）
 時　間　月１回からでもＯＫです。※詳細は要相談

ホームページはこちらから

　年１回開催している、川崎医療生協組合員による「第25回組合員活動交流集会」が、
高津区の高津市民館で開催されます。講演を行うほか、組合員の作品展や、文化企画
も準備しています。

日　時　2023年９月13日（水）午後12時30分～４時終了予定
場　所 高津市民館大ホール
参加費　※人数把握のため下記問い合わせ先に申し込みをしてください。

～プログラム～
●記念公演　テーマ「明日行かせる、社会保障資源」
　　　　　　疋田 勝　介護老人保健施設・樹の丘事務長

　「ちょっと困ったなぁ」というご近所さんがいた時に、紹介で
きそうな暮らしに役立つ制度を、楽しくわかりやすく講演します。
地域のつながりづくりにも役立ちます。
●各地区の報告　川崎医療生協組合員の活動を報告します。
● 熟年成人式　60歳を過ぎて20年経った80歳の組合員で、支部
運営委員や新聞の配付者、班長の役目を担っている人へ、法人
から感謝状を贈ります。
●文化企画　組合員がフラダンスや踊り、歌などを披露します。
●作品展　組合員が日頃から作成しエイル作品を展示します。

問い合わせ　川崎医療生協健康まちづくり推進部（電話044‒266‒7532）まで

樹の丘でボランティアしませんか？樹の丘でボランティアしませんか？

問い合わせ　介護老人保健施設・樹の丘　住所：高津区久地４‒19‒１
　　　　　　電話：044‒820‒0350　担当：大瀬良 裕美

無料

　不登校の子どもたちが、学校や自宅以外で安心できる居場所として、川崎区
旭町にある「こどもサポート旭町（通称：Step＆Go）」の見学
と講演会を、主催が川崎市教育委員会で、実施団体が「ぷれ～ん 
不登校を考える親の会 ㏌ 川崎区」が実施団体となって行います。

日時 ９月24日（日）午前10時から12時
問い合わせ　城谷 創一（電話090-6706-5454）まで

第25回組合員活動交流集会開催

（２）２０２３年９月１日 第６８５号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

日曜日に
「レディース健診」

を行います

平日に時間が取れない女性のために

当日は女性スタッフが
対応いたします

キッズスペース
あります

会　　場　協同ふじさきクリニック 健診センター
健診内容　特定健診　子宮がん検診　乳がん検診
 川崎市各種がん検診　建設国保健診
 協会けんぽ健診　一般健康診断など
     ※検査項目など、お気軽にご相談ください

申し込み・問い合わせ 安藤（電話 044‒270‒5730）まで

日時 ９月10日（日） 午前８時30分～12時

当

川崎
協会

   

不登校をみんなで考える ～ひとりで悩まないで～～



（３） ２０２３年９月１日 第６８５号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

く ら し ・ 社 会

川崎協同病院 管理栄養士 南 明日香

★トマトのおろし和え★

発酵食品を食べよう！⑥

からだにやさしい料理   第54回  

【材料】（２人分）
・ トマト  １個

・きゅうり  １/２本

・みょうが  １本

・大根  １/５本（200ｇ）

・梅干し（中サイズ）  １粒

・酢  大さじ１

・だしの素  少々

・砂糖  適量

・塩  適量

１人分　　　48㎉   　　　塩分1.1ｇ

♥一口メモ：酢と梅干しでさっぱりと食べ
られる１品です。梅干しの味付けにより、
梅干しの量や砂糖は加減して下さい。また、
減塩の梅干しを使用することで、塩分を抑
えることができます。

　

こ
の
夏
は
、
か
つ
て
な
い

暑
さ
だ
と
感
じ
た
人
は
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
世
界
の
海
水
温
は
か
つ

て
な
い
ほ
ど
に
上
昇
し
、
国

連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長

は
、
も
は
や
地
球
は
温
暖
化

で
は
な
く
沸
騰
化
だ
と
い
い

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
れ
が

実
感
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
30
年
代
、
40
年
代
を

思
い
出
す
と
、
30
度
を
超
え

る
と
「
う
わ
、30
度
か
」
と
、

人
々
は
反
応
し
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
40
度

に
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

い
っ
た
い
こ
の
先
ど
う
な
る

　

今
年
は
関
東
大
震
災
か
ら

百
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

防
災
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

防
災
と
は
、
地
震
な
ど
が

も
た
ら
す
被
害
の
予
防
、
救

助
・
救
命
・
避
難
な
ど
の
対

策
、
生
活
や
経
済
活
動
の
回

復
、
復
旧
・
復
興
か
ら
な
る

一
連
の
と
り
く
み
の
こ
と

で
、
ゴ
ー
ル
と
な
る
復
興
と

は
発
災
前
よ
り
も
安
全
で
快

適
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
か
は
起
き
る
最
大
級

の
地
震
に
対
し
、人
や
財
産
、

社
会
的
な
機
能
が
集
積
す
る

都
市
で
は
ど
の
よ
う
な
準
備

コ
ラ
ム

時
の
風

沸
騰
す
る
未
来

の
か
、
恐
ろ
し
さ
す
ら
覚
え

ま
す
。「
熱
中
症
に
気
を
付

け
て
室
内
で
は
エ
ア
コ
ン
を

使
っ
て
」
と
い
う
呼
び
か
け

は
も
っ
と
も
で
す
。し
か
し
、

エ
ア
コ
ン
で
室
内
が
冷
え
る

分
、
室
外
に
は
熱
が
放
出
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
外
は

ま
す
ま
す
暑
く
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
電
力
の
需
要
は
よ

り
高
ま
り
、
電
力
開
発
を
進

め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の

推
進
は
ひ
と
つ
の
解
決
策
で

す
が
、
需
要
と
開
発
を
抑
制

し
な
い
限
り
根
本
的
な
解
決

が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
川
崎

市
の
と
り
く
み
を
紹
介
し
ま

す
。目

標
は
直
接
死
ゼ
ロ

　

川
崎
市
が
行
っ
た
「
川
崎

市
直
下
型
地
震
被
害
想
定
調

査
（
２
０
１
２
年
版
）」
に

よ
る
と
、
市
内
の
最
大
震
度

は
６
程
度
で
、
全
建
物
25
万

棟
の
う
ち
全
壊
は
２
万
棟
・

半
壊
は
５
万
棟
、
火
災
に
よ

る
焼
失
は
１
万
６
千
棟
に
及

ぶ
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

死
者
は
８
１
９
人
、
重
軽
傷

者
は
１
５
８
２
２
人
に
達

し
、
避
難
所
生
活
者
は
36
万

人
、
駅
前
滞
留
者
は
３
万
５

入
る
と
ぐ
っ
と
し
の
ぎ
や
す

く
な
り
、
川
や
水
辺
を
渡
っ

て
く
る
風
は
多
少
な
り
と
も

涼
し
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
緑

の
残
る
田
舎
は
人
口
が
流
出

し
て
い
ま
す
。
農
産
物
の
自

給
率
の
低
さ
か
ら
み
て
も
わ

か
る
よ
う
に
日
本
の
農
業

や
、
自
然
豊
か
な
地
方
の
生

活
が
持
続
可
能
に
な
る
た
め

千
人
と
な
る
な
ど
、
多
く
の

人
が
過
酷
な
事
態
に
直
面
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
地
域
特
性

を
踏
ま
え
た
「
か
わ
さ
き
強

靭
化
計
画
（
自
然
災
害
対
策

計
画
）」「
川
崎
市
防
災
計
画
」

を
策
定
。「
住
宅
・
建
物
・

橋
梁
等
の
耐
震
化
を
す
す

め
、
倒
壊
に
よ
る
直
接
死
ゼ

ロ
」
を
戦
略
目
標
と
し
、
構

造
物
の
耐
震
化
で
死
傷
者
を

最
大
限
抑
え
、
平
時
か
ら
避

難
所
や
病
院
周
辺
の
上
下
水

道
や
緊
急
輸
送
路
の
整
備
を

優
先
的
に
行
い
、
救
助
や
救

急
医
療
、避
難
生
活
の
支
援
、

経
済
活
動
の
回
復
に
む
け
た

の
有
効
な
手
立
て
は
、
国
に

よ
っ
て
と
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
気
候
変

動
で
農
作
物
は
益
々
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
、
日
本
全
国
の
半
数

強
の
自
治
体
が
法
律
的
な
基

準
で
い
う
「
過
疎
」
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
東
京
だ

け
は
人
口
が
増
加
、
そ
の
中

で
巨
大
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要

と
り
く
み
が
機
能
不
全
に
陥

る
こ
と
を
防
ぐ
と
し
て
い
ま

す
。

　

計
画
に
基
づ
く
耐
震
化
に

よ
り
、
２
０
０
９
年
度
の
想

定
死
者
数
は
１
１
４
０
人
で

し
た
が
、
２
０
２
０
年
度
は

５
１
０
人
と
減
少
。
約
55
％

の
減
災
効
果
が
見
込
め
た
と

し
て
い
ま
す
。

〝
い
つ
も
〞を
防
災
に

　

直
接
死
を
免
れ
た
と
し
て

も
、
支
援
が
届
く
ま
で
に
は

時
間
を
要
し
ま
す
。
そ
の
時

ま
で
安
全
に
避
難
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
各
人
の

事
前
準
備
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と

女
性
の
視
点
に
立
っ
た
防
災

で
す
。

と
す
る
開
発
が
進
み
ま
す
。
神

宮
外
苑
の
樹
木
を
伐
採
し
て
超

高
層
ビ
ル
な
ど
を
作
る
再
開
発

が
そ
の
象
徴
で
す
。
こ
う
し
た

開
発
に
と
も
な
う
経
済
活
動
が

い
わ
ゆ
る
経
済
成
長
に
つ
な
が

る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
も
う
こ
の
意
味
で
の
成
長

を
手
放
し
で
歓
迎
で
き
ま
せ
ん
。

　

経
済
成
長
で
あ
っ
て
も
人
間

生
活
の
豊
か
さ
の
成
長
で
は
な

い
か
ら
で
す
。
第
一
、
永
遠
に

経
済
成
長
＝
経
済
の
量
的
な
規

模
の
拡
大
が
、
有
限
な
地
球
で

で
き
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
９
７
０
年
代
に
国
際
的
な
シ

ン
ク
タ
ン
ク
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

が
「
成
長
の
限
界
」
と
い
う
考

え
を
提
示
し
ま
し
た
。
あ
れ
か

ら
半
世
紀
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
テ
ー
マ
は
真
剣
に
議
論
さ
れ

　

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
は
、
日

常
で
使
う
も
の
を
災
害
時
に
も

役
立
て
よ
う
と
い
う
考
え
方
・

暮
ら
し
方
の
こ
と
で
、
た
と
え

ば
「
電
気
自
動
車
・
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
は
非
常
電
力
に
な
る
」

「
リ
ュ
ッ
ク
や
ス
ニ
ー
カ
ー
、

パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
で
の
通
勤
・

通
学
は
、
非
常
時
の
行
動
を
容

易
に
す
る
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

た
で
し
ょ
う
か
。

　

際
限
な
く
物
的
欲
望
を
追
及

し
て
い
き
、
数
字
上
の
伸
び
を

成
長
と
評
価
し
、
そ
の
弊
害
は

科
学
技
術
で
す
べ
て
解
決
で
き

る
か
の
よ
う
な
神
話
の
中
で
、

地
球
沸
騰
化
は
登
場
し
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
24
時
間

空
い
て
い
る
店
、
な
ん
で
も
車

で
商
品
を
運
ん
で
く
れ
る
仕
組

み
。
価
格
だ
け
の
評
価
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
輸
入
さ
れ
る

食
物
。
自
然
を
破
壊
し
貫
通
す

る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
…
…
。
効

率
や
ス
ピ
ー
ド
や
便
利
さ
を
優

先
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
わ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
ま
さ
に
エ

ア
コ
ン
の
排
熱
の
よ
う
に
私
た

ち
を
じ
わ
じ
わ
っ
と
取
り
囲
み

苦
し
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。

（
波
）

　

川
崎
市
は
、
自
然
災
害
の
備

え
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
備
え

る
。
か
わ
さ
き
」
や
、
こ
れ
ま

で
の
男
性
中
心
の
災
害
対
策
の

反
省
に
立
ち
作
成
さ
れ
好
評
の

「
シ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
女
性
の
た

め
の
サ
バ
イ
バ
ル
読
本
」「
シ

ン
グ
ル
女
性
の
た
め
の
防
災
グ

ッ
ズ
」
の
活
用
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
お

さ
え
、
自
分
に
合
っ
た
防
災
対

策
を
と
り
い
れ
て
い
く
こ
と

が
、
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
「
備
え
る
。
か
わ
さ
き
」
は

川
崎
市
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
、「
シ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
女
性

の
た
め
の
サ
バ
イ
バ
ル
読
本
」

「
シ
ン
グ
ル
女
性
の
た
め
の
防

災
グ
ッ
ズ
」
は
川
崎
市
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
閲
覧
・
入
手
で
き
ま
す
。

【作り方】
❶  梅干しは種を取り除いて細かくたたく。大根は
すりおろす。トマトはくし切りで半分の一口大
に切り、きゅうりは半月薄切りにする。みょう
がも半月薄切りにする

❷ きゅうりは軽く塩を振りして、混ぜてから絞る
❸  酢、だしの素、砂糖、梅干しを合わせ混ぜ、しっ
かり目に絞った大根おろしを加えてよく混ぜ合
わせる

❹  トマト、きゅうり、みょうがをさっくり混ぜ合
わせ、❸を加えて和える。器に盛り完成

に
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

言
い
換
え
れ
ば
自
然
を
生

か
し
た
生
活
を
考
え
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
同
じ
気

温
で
も
、
エ
ア
コ
ン
か
ら

の
排
熱
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

が
照
り
返
す
都
会
に
比
べ

れ
ば
、
水
田
や
畑
や
森
の

あ
る
暮
ら
し
は
過
ご
し
や

す
い
は
ず
で
す
。
木
陰
に

あまりの暑さで海水浴客も少なめに

大
規
模
地
震
対
策

大
規
模
地
震
対
策
はは
被
害
の
予
防
が
カ
ギ

被
害
の
予
防
が
カ
ギ

災
害
時
に
も
生
か
せ
る
暮
ら
し
方
を
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待
ち
に
待
っ
た
健
康
麻
雀

待
ち
に
待
っ
た
健
康
麻
雀

健
康
診
断
の
話
と

健
康
診
断
の
話
と

  

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操

「
つ
な
が
ろ
う

「
つ
な
が
ろ
う  

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
」

  

今
年
も
盛
況
！

今
年
も
盛
況
！

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル  

  

に
参
加
し
て

に
参
加
し
て

お
絵
か
き
班
中
心
に

お
絵
か
き
班
中
心
に  

  

事
務
所
の「
窓
か
ざ
り
」

事
務
所
の「
窓
か
ざ
り
」

　
「
健
康
診
断
の
結
果
の
見

方
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
体
操
」

を
テ
ー
マ
に
７
月
26
日
、
藤

崎
北
支
部
の
欅
班
の
班
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
栗
原
永
実
保
健
師

よ
り
「
健
康
診
断
の
結
果
の

見
方
」
に
つ
い
て
パ
ン
フ
を

用
い
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
、「
ふ
じ
さ

き
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
健
康
診
断

を
受
け
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査

を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
受
け
た
ら

異
常
が
見
つ
か
り
、
精
密
検

査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」「
胃
の
フ
ァ
ィ
バ
ー

　

京
町
支
部
で
４
年
前
か
ら

の
計
画
だ
っ
た
健
康
麻
雀
が

今
年
５
月
か
ら
実
現
し
ま
し

た
。
４
年
前
に
健
康
麻
雀
を

開
い
て
ほ
し
い
と
組
合
員
さ

ん
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
麻

雀
卓
、
麻
雀
牌
な
ど
を
準
備

し
、
始
め
る
事
に
な
っ
た
時

に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
残

　

川
崎
医
療
生
協
宮
前
支
部

と
新
日
本
婦
人
の
会
宮
前
支

部
の
共
催
で
７
月
２
日
、
宮

前
区
の
有
馬
・
野
川
生
涯
学

習
支
援
施
設
（
ア
リ
ー
ノ
）

で
、
食
糧
の
無
料
配
布
と
健

康
チ
ェ
ッ
ク
・
医
療
相
談
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
39
人

が
参
加
、
ス
タ
ッ
フ
含
め
て

合
計
56
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。「
つ
な
が
ろ
う　

ほ
っ

と
ス
ペ
ー
ス
」
と
題
し
た
こ

の
企
画
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
２
回
目
の
開
催
で
す
。

　

配
布
す
る
品
物
は
新
婦
人

や
川
崎
医
療
生
協
か
ら
の
提

供
の
ほ
か
、
当
日
参
加
し
た

人
か
ら
も
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
不
足
分
は
昨
年
の
寄
付

金
で
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
企
画
で
も
寄
付
金

箱
を
設
置
し
、
合
計
７
６
５

０
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
来
場
者
か
ら
「
食
料
品

か
ら
何
か
ら
い
つ
も
本
当
に

　

７
月
18
日
、

協
同
地
区
の
さ

わ
や
か
健
康
づ

く
り
委
員
会
の

料
理
教
室
で
、

①
皮
の
代
わ
り

に
島
原
そ
う
め

ん
や
、
え
の
き

を
使
っ
た
「
そ

　

７
月
21
日
、
横
浜
市
鶴
見
区

の
鶴
見
公
会
堂
で
、
神
奈
川
民

医
連
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
主
催
の
「
第
25
回

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
全
体
で
２
６
２
人

が
参
加
、
川
崎
医
療
生
協
か
ら

も
78
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、
新
聞
記
者
・
望
月

衣
塑
子
さ
ん
の
記
念
講
演
が
聴

衆
の
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。
望

月
さ
ん
は
講
演
の
中
で
「
米
国

に
本
部
を
置
く
〝
戦
略
国
際
研

究
所
〞
の
報
告
に
よ
る
と
、
米

国
は
台
湾
有
事
に
よ
り
、
米
中

戦
争
が
起
き
た
際
は
、
台
湾
に

近
い
在
日
米
軍
基
地
や
自
衛
隊

基
地
が
中
国
の
空
爆
の
標
的
に

な
る
と
想
定
し
て
お
り
、
さ
ら

念
な
事
に
開
催
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
組

合
員
ル
ー
ム
の
使
用
も
や
っ

と
出
て
、
健
康
麻
雀
の
開
催

で
す
。
５
月
に
は
と
な
り
の

マ
ン
シ
ョ
ン
の
集
会
所
を
借

り
て
１
回
目
開
催
、
３
卓
の

麻
雀
卓
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

楽
し
い
２
時
間
開
催
で
し

助
か
っ
て
い
ま
す
。
値
上
げ
の

中
、
こ
う
い
う
場
所
を
設
け
て

頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、血
圧
、

握
力
、
足
指
力
、
体
組
成
チ
ェ

ッ
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
看

護
師
と
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
や
生

活
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
下
肢
の
筋
肉
を
つ

け
た
い
」、「
食
事
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
の
質

問
も
出
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
会
話

し
な
が
ら
健
康
に
つ
い
て
考
え

ま
し
た
。

 

宮
前
支
部　

髙
山 

富
恵

使
っ
た
「
豆
腐
の
シ
ー
フ
ー

ド
グ
ラ
タ
ン
」、
③
塩
を
使

わ
ず
に
砂
糖
で
揉
む
「
白
菜

の
め
ん
つ
ゆ
ご
ま
マ
ヨ
和

え
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

①
は
「
島
原
そ
う
め
ん
」

の
付
録
、
②
③
は
全
日
本
民

医
連
発
行
の
「
い
つ
で
も
元

気
」
や
、
日
本
医
療
福
祉
生

活
協
同
組
合
連
合
会
発
行
の

「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
な
ど
に

う
め
ん
シ
ュ
ウ
マ
イ
」「
え
の

き
シ
ュ
ウ
マ
イ
」、
②
牛
乳
や

小
麦
粉
の
代
わ
り
に
絹
豆
腐
を

に
民
間
航
空
機
を
使
用
す
れ

ば
、
日
本
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

で
自
国
の
被
害
が
少
な
く
済
む

と
米
国
は
考
え
て
い
る
。
岸
田

政
権
は
国
民
の
命
や
生
活
よ
り

も
軍
事
費
に
税
金
を
注
ぎ
込

楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

事
務
所
の
窓
か
ざ
り
を
通
じ

て
生
ま
れ
た
交
流
で
す
が
、
今

後
も
い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
つ
な

が
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

大
師
フ
レ
ン
ド
支
部

 

唐
澤 

利
子

ス
コ
ー
プ
は
苦
手
な
の
で
、

麻
酔
を
し
て
の
検
査
を
受
け

ら
れ
る
か
、
同
日
に
で
き
る

の
か
」
な
ど
の
話
題
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
10
分
間
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
体
操
を
行
い
ま
し

た
。
体
の
色
々
な
筋
肉
を
動

か
し
な
が
ら
の
体
操
に
、
み

ん
な
「
楽
し
い
」「
こ
れ
は

や
っ
た
方
が
い
い
」
と
の
感

想
で
し
た
。「
班
会
で
続
け

て
や
っ
て
行
こ
う
」
と
班
員

で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

藤
崎
北
支
部　

欅け
や
き

班　

 

來
住 

律
子

康
麻
雀
、
モ
ル
ッ
ク
、
バ
ザ

ー
、料
理
教
室
、歌
声
喫
茶
、

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
こ
れ

か
ら
開
催
出
来
る
様
に
ま
た

組
合
員
さ
ん
の
笑
顔
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
る
様
に
運
営
委

員
７
人
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

京
町
支
部　

瀧
沢 

由
紀
子

　

大
師
フ
レ
ン
ド
支
部
の
事

務
所
で
は
、
入
口
の
ガ
ラ
ス

戸
に
飾
り
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
お
え
か
き
班
が
中
心
と

な
っ
て
、
約
１
ヵ
月
毎
に
季

節
に
合
わ
せ
た
模
様
替
え
を

し
て
い
ま
す
。
７
月
は
七
夕

飾
り
で
し
た
。

　

事
務
所
は
小
学
校
の
通
学

路
に
面
し
て
い
て
、
幼
児
や

小
学
生
が
そ
の
前
を
通
り
ま

す
。
時
々
、
事
務
所
の
飾
り

付
け
を
指
さ
し
て
話
題
に
し

て
い
る
姿
を
見
か
け
ま
す
。

７
月
の
七
夕
飾
り
で
は
、
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
に
声
を
か

け
て
、
短
冊
を
書
い
て
も
ら

っ
た
り
、
折
り
紙
を
作
っ
た

栗原保健師（右端）の話で検診の大切さを理解

健康チェックのコーナー

アイデアいっぱい、すこしおレシピ

塩分控えめなのに満足感米中戦争がおきれば日本の基地が標的に

７月は七夕飾り

４年越しの健康麻雀

“すこしおレシピ”“すこしおレシピ”
お料理教室お料理教室

掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
参
考

に
し
ま
し
た
。
感
染
対
策
の
た

め
作
っ
た
も
の
は
、
そ
の
場
で

食
べ
す
に
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
料
理
は
ど
れ
も
、
素

材
を
活
か
し
、
塩
分
や
油
分
が

控
え
め
な
の
に
満
足
感
が
得
ら

れ
る
料
理
で
し
た
。
参
加
者
か

ら
も「
日
頃
の
食
事
作
り
で
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を
し
な
が

ら
〝
簡
単
に
〞〝
美
味
し
く
〞

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
」

「
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
『
す

こ
し
お
レ
シ
ピ
』
を
今
後
も
参

考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
な

ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
同
地
区
さ
わ
や
か

　
　

健
康
づ
く
り
委
員
会

 

　

佐
藤 

光
江

み
、
実
践
的

な
日
米
軍
事

訓
練
を
重
ね

て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
て

い
た
人
の
な

か
に
は
、「
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ

ー
ス
を
観
る

に
つ
け
、
こ

の
講
演
内
容

が
極
め
て
信

憑
性
が
高

く
、背
筋
が
寒
く
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
犠
牲
に
な

る
よ
う
な
戦
争
は
絶
対
に
起
こ

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
、
川
崎

医
療
生
協
の
平
和
委
員
と
し
て

も
強
く
思
い
ま
し
た
。

 

浅
田
支
部　

嘉
味
田 

朝
昭

た
。
２
回
目
、

３
回
目
か
ら
は

組
合
員
ル
ー
ム

で
開
催
、
初
心

者
が
多
く
指
導

者
が
組
合
員
ル

ー
ム
の
中
を
走

り
回
っ
て
の
指

導
、
京
町
支
部

で
は
年
間
色
々

な
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。散
策
、

工
場
見
学
、
健

り
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
事
務

所
を
の
ぞ
い
て
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
ば
か
り
！
」

と
び
っ
く
り
し
て
い
ま

し
た
。
み
ん
な
で
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の

飾
り
づ
く
り
は
と
て
も



組　合　員　の　広　場組　合　員　の　広　場

（５） ２０２３年９月１日 第６８５号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

〈
み
ん
な
で
楽
し
い
班
会
〉
３
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
班
が
つ
く
れ
ま
す
。
近
く
の
町
内
会
事
務
所
や
組
合

員
の
お
宅
、
病
院
・
診
療
所
の
組
合
員
ル
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
て
、
楽
し
い
班
会
を
ひ
ら
き
ま
し
ょ
う
。

人

班会日誌班会日誌 ８月度　30支部　111班　667人

南大師支部
グルメ あついのでおいしい物を食べる ４
茶の実 小物作り ６
大師中央支部
エンゼル① 絵手紙 ４
おしゃべり喫茶 夏を元気に乗り切ろう ９
カミツ 核の傘は平和の道を閉ざす ３
ビーガン からだにやさしい料理 ５
わろてんか 定例の寄席 ３
建設一般 建設国保についてなど 11
東門前 懇談 ３
年金大師 懇談 ３
民商 懇談 ３
大師フレンド支部
ウォーキング ストレッチ体操 ６
おしゃべり マイナカード、盆踊りなど ７
おりづる 作品づくりと血圧チェック ３
お絵かき おしゃべり、ドアの飾りつけなど ６
さくら会 英語の会話練習 ５
ちぎりえ ちぎり絵作成 ３
ひまつぶし 脳トレ ４
リフレッシュ ラジオ体操・血圧チェック ５
リメイク 湯衣をワンピースにリメイク ８
藤崎北支部
健康麻雀 健康麻雀 ８
向日葵 絵手紙 ６
欅 ①健診について②ペットボトル体操 10
藤崎南支部
ライオンズ 支部長会報告・多摩川水害対策 ９
観音支部
プラチナ 映画鑑賞（チャップリン）、モルック ６
健康マージャン 健康麻雀 11
池上新町支部
手芸 折り紙作品 13

人 桜本支部
黄金 予防接種について ４
大島支部
あかり インターバルウォーキング ４
ロード 輪おどり ７
深瀬 お大師様の風鈴祭りを見に ３
未摘花 ダンベル・ストレッチ体操 ３
浜町支部
プアカーネーション フラダンス ７
プルメリア フラダンス ４
渡田支部
観て楽しむ会 絵画展へ ５
歩いて楽しむ会 ちょこっとウォーク ９
京町支部
セカンド 暑中御見舞。先生と食事会 ３
ロード 朝から暑い日が続いて ３
古流生花 生け花 11
手芸 クリスマスリース ８
雀（すずめ）の学校 健康麻雀 11
小田支部
たんぽぽ 足のストレッチ ３
ちょこっとウォーク セミの鳴き声 20
ムーミン村のモルック 骨密度を調べよう 14
ライラック 認知症予防作戦 ４
夏つばき 七夕飾りを作る ３
桜 骨密度を調べよう 14
川崎駅前支部
あじさい ミニうちわに“夏”を描こう ７
あゆみ ペットボトル体操 ７
キャロット ７月分のニュース仕分け ５
浅田支部
おりづる すいれんの花、再度行う ６
けやき 小田公園チョコッとウォーク ４
ばぁばとじぃじの手習い 字形の整え方「練習記録感想」 ５

人

ひまわり 折り紙ハスの花 ７
東小田支部
さつき 骨密度チェック ５
小田７丁目公園 ペットボトル体操 14
御幸支部
さくら 尿チェック（ウロ・塩分チェック） ３
南河原支部
あづま ウォーキング教室・モルック 10
シネマ班 これからの認知症対策 ２
マウンテンヒルズ 血圧チェック ３
絵手紙 夏の自然の花を描く 10
古向支部
くちなし フレイル体操 ６
さくら ひな人形のお花作成中 ４
日の出 太極拳の練習 ３
新川崎支部
エンドウ豆 血圧・握力・足指力チェック ５
やよい 布（つまみ細工）で作る朝顔 ６
ラビット ゆる体操 ９
元美人 塩分チェック味噌汁尿ソルト握力測定 12
玉川支部
山王町下沼部 けんこう体操 ４
青空平間会 握力チェック ５
住吉支部
うぐいす フレイル予防 ３
コスモス 気功・朗読・おしゃべり ５
雲雀 麻雀を楽しむ ７
気功と太極拳 気功・八法五歩・その場24式 ７
小杉支部
アニマル 保健学校に参加 ５
さくら 脳トレ＆家庭事情について ４
そら豆 三色すみれ主催バザーに参加 ６
ヤマブキ 握力と腕力を鍛える ６
溝ノ口支部
いまが青春 健康麻雀 10
おたまじゃくし 唱歌童謡を唄う ４
バードウオッチング 映写会 ３

ゆいの会 熱中症、整形、老人の話 ６
囲碁サロン 囲碁 ３
公園体操 高津公園体操 10
水彩画 ハガキに描く ４
橘支部
アカシヤ 脳トレぬりえ ８
ダンベル クロスワード、ラジオ体操 ６
プラザ 認知症学習、脳トレ体操 11
梶ヶ谷 ニュースセット、握力・足指力 ４
癒しのお手玉 癒しのお手玉 ５
宮前支部
いぬくら 体組成チェック ３
しんぶんちぎり絵 新聞ちぎり絵 ３
すみれ ラジオ体操、映画鑑賞 ５
ひまわり 脳トレ、ストレッチ体操 ５
五所塚 脳トレ体操 ８
白幡台 ラジオ体操、脳トレ ４
長尾堰支部
アジサイ 脳トレゲーム ５
コスモス 花を描く ３
すずめ 脳トレーニング ７
ひまわり 転倒防止体操 ９
第４長尾 脳トレパズル ６
茶の実 暑気払い ７
宿河原支部
こぶし 尿漏れ・便秘について ３
すこやかダンベル 筋力維持と親睦 ４
パークゴルフ パークゴルフ ６
モルック モルック競技 ５
健康マージャン 健康麻雀を楽しんで認知症予防 ４
麻生北支部
マフマフ マフの評判 ３
麻生南支部
お絵かき 写真から水彩を描く ４
キルトのなかま スラッシュキルト ６
なんじゃもんじゃ バス旅入笠山 ４

人

　

川
崎
区
見
染
町
（
現
：

日
進
町
）
で
生
ま
れ
、
中

学
か
ら
短
大
ま
で
の
間
、

昼
間
は
働
き
、夜
は
勉
強
。

日
本
オ
レ
フ
ィ
ン
化
学

（
現
昭
和
電
工
）
労
働
組

合
、
ブ
ラ
ザ
ー
ミ
シ
ン
営

業
所
な
ど
で
働
い
た
。

　

30
歳
の
時
、
夫
の
仕
事

の
関
係
で
家
族
で
川
崎
に

戻
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
川

崎
市
の
保
育
士
の
採
用
試

験
を
受
け
る
が
残
念
な
が

ら
落
ち
る
。
友
人
に
紹
介

し
て
も
ら
い
、
大
島
保
育

園
に
臨
時
職
員
と
し
て
勤

　

川
崎
医
療
生
協
の
組
合
員
や
関
係
す
る
人
の
な
か
で
、

長
年
、
川
崎
で
暮
ら
し
、
奮
闘
し
て
き
た
人
と
そ
の
歴
史

を
振
り
返
る
シ
リ
ー
ズ
「
川
崎
に
生
き
る
」。
第
２
回
は
、

川
崎
市
川
崎
区
に
あ
る
「
学
習
教
室　

エ
チ
ュ
ー
ド
」
を

運
営
す
る
知
久
美
子
さ
ん
で
す
。

め
な
が
ら
３
人
目
の
子
ど
も

を
出
産
し
た
。

　

４
年
ほ
ど
大
島
保
育
園
で

働
い
た
後
、
友
人
か
ら
「
学

童
保
育
園
が
大
変
だ
か
ら
、

手
伝
い
に
来
て
よ
」
と
言
わ

れ
、
藤
崎
こ
ど
も
文
化
セ
ン

タ
ー
２
階
の
学
童
保
育
の
指

導
員
と
し
て
勤
め
た
。「
川

崎
に
引
っ
越
し
て
来
て
か
ら

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
た
か
な
あ
」と
振
り
返
る
。

　

長
男
が
中
学
に
通
い
だ
し

た
こ
ろ
学
校
は
荒
れ
て
い

た
。
女
性
だ
け
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

運
営
す
る
の
は
大
変
な
こ
と

念
は
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個

性
を
引
き
出
し
、
生
き
る
力

と
知
恵
を
育
む
た
め
の
、
時

間
と
愛
情
を
か
け
た
こ
ま
や

か
な
指
導
」。
自
分
で
考
え

る
力
、
生
き
る
力
、
人
の
話

を
聞
く
力
を
育
て
る
学
習
教

室
を
38
年
間
続
け
、
卒
業
生

は
４
０
０
人
以
上
に
な
り
、

そ
の
大
半
の
人
た
ち
と
今
で

も
付
き
合
い
が
あ
る
。

　

現
在
、
こ
こ
で
教
え
る
先

生
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
学

習
教
室
の
卒
業
生
た
ち
。
通

常
の
塾
の
よ
う
に
勉
強
を
教

え
る
が
、
子
ど
も
が
気
づ
く

ま
で
先
生
は
じ
っ
く
り
待

つ
。
宿
題
は
な
い
。「
勉
強

は
や
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
、
た
だ
何
年
も
勉

強
、
勉
強
と
押
し
付
け
ら
れ

た
ら
大
事
な
も
の
が
育
た
な

い
。
大
事
な
も
の
を
育
て
て

お
い
て
、
最
後
の
こ
こ
ぞ
と

い
う
時
に
勉
強
す
れ
ば
い

い
」
と
知
久
さ
ん
は
話
す
。

　

エ
チ
ュ
ー
ド
で
大
事
に
し

て
い
る
こ
と
は
「
時
間
と
愛

情
と
手
を
か
け
る
こ
と
」
だ

と
い
う
。
人
生
を
振
り
返
り

「
い
い
大
人
に
め
ぐ
り
逢
い
、

い
い
仲
間
に
巡
り
合
い
、
今

は
ス
テ
キ
な
生
徒
に
囲
ま
れ

て
い
る
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

学
習
教
室
の
他
に
も
、
毎

年
５
月
５
日
に
は
、
新
婦
人

の
仲
間
や
、
エ
チ
ュ
ー
ド
の

卒
業
生
・
保
護
者
と「
田
島
ふ

れ
あ
い
公
園
ま
つ
り
」
と
題

し
て
、
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
お
休
み
し

て
い
ま
し
た
が
。
来
年
の
開

催
に
向
け
て
の
プ
レ
企
画

を
、今
年
の
10
月
29
日
に
川

崎
区
の
田
島
ふ
れ
あ
い
公
園

で
行
う
予
定
だ
。

　

知
久
さ
ん
は
音
楽
も
大
好

き
で
、
音
楽
好
き
の
仲
間
が

集
ま
り
プ
ロ
の
音
楽
を
身
近

で
楽
し
も
う
と
始
め
た
の
が

「
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
音
楽

会
」。
こ
ち
ら
も
コ
ロ
ナ
禍

で
休
止
し
て
い
た
が
、
今
年

11
月
12
日
に
川
崎
区
に
あ
る

プ
ラ
ザ
田
島
ホ
ー
ル
で
、
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ベ
イ
ビ

ー
ブ
ー
」
を
呼
ん
で
「
第
16

回
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
音
楽

会
」
を
開
催
す
る
と
い
う
。

知ち

久く 

美よ
し

子こ

さ
ん
（
77
）・
㊦ 

学
習
教
室
を
38
年

川
崎
川
崎
にに
生
き
る

生
き
る

シ ズー

れ
て
壁
や
屋
根
に
穴
を
あ
け

れ
ば
、
お
父
さ
ん
た
ち
は
怒

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
直
し
た
り
、
朝

早
く
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

遊
び
な
が
ら
、
子
ど
も
と
向

き
合
っ
て
き
た
。

生
き
る
力
を
伝
え
た
い

　

そ
の
活
動
か
ら
た
ど
り
着

い
た
の
が「
勉
強
」だ
っ
た
。

子
ど
も
が
学
校
で
荒
れ
る
の

は
、
教
室
に
い
て
も
何
を
話

し
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ

か
ら
な
く
て
座
っ
て
ら
れ
な

く
な
る
か
ら
だ
。
知
久
さ
ん

は
「
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
わ

か
ら
な
い
け
ど
、
う
ち
で
算

数
教
室
や
る
か
」
と
思
い
、

知
久
さ
ん
の
所
属
す
る
新
日

本
婦
人
の
会
の
会
員
の
子
ど

も
を
自
宅
で
受
け
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
知
り
合

い
か
ら
「
う
ち
の
ビ
ル
の
３

階
で
や
れ
よ
」と
勧
め
ら
れ
、

学
習
教
室
エ
チ
ュ
ー
ド
を
ス

タ
ー
ト
。
２
年
後
に
は
今
の

大
島
の
場
所
に
移
っ
て
続
け

て
い
る
。

　

学
習
教
室
エ
チ
ュ
ー
ド
は

普
通
の
塾
と
は
違
っ
て
い

る
。
エ
チ
ュ
ー
ド
の
教
育
理

も
あ
っ
て
、
お

父
さ
ん
た
ち
に

声
を
か
け
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
入
っ
て

も
ら
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
が
暴

学
習
教
室
エ
チ
ュ
ー
ド

川
崎
区
大
島
３‒

32‒

10

マ
ッ
ク
大
島
コ
ー
ト
１
階

☎
０
４
４‒

２
４
５‒

５
８
４
７

こんにちは、お母さん

 おひさまフェス×星
空上映会

inかわさき２０２３
　　

映
画

申し込み
 健康まちづくり推進部
 044－266－7532

　　市民がつくった再生可能エネルギー
を使って音楽や映画上映会を開催し、地
域や人とつながり、「暮らしたい未来は、
自分たちで創ろう！」という思いを込め
て開催されるこの企画は、今年で９回目
となります。今年も和太鼓やバンド、キッ
ズダンスの他、食べ物のお店や、体験コー
ナーなど、盛りだくさんの企画を用意し
ています。

日　時　2023年９月30日土
　　　　午後１時～７時まで
　　　　　  　　　　荒天の時は中止
　　　　　※星空上映会は午後６時から

場　所　二ヶ領せせらぎ館前の
　　　　多摩川河川敷
　　　　　　（多摩区宿河原１－５－１）

　　　　 吹奏楽、和太鼓、よさこい踊り、
演奏、腹話術

主な
内容

組合員特別価格 1,200円

申し込み
期限
９月20日

今年も開催！

上映会は「木づかいで地球を救え！」
「はらぺこあおむし」「トムとジェリー」

〈予告篇が
 観られます〉

リ



（６）２０２３年９月１日 第６８５号毎月１日一回発行川 崎 医 療 生 協

く ら し ・ 社 会読　者　の　広　場

読
者
の
声

え
て
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
、

夏
の
花
に
も
出
合
え
ま
す
。

そ
ん
な
日
は
さ
さ
や
か
な
幸

せ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

友
達
と
答
え
合
わ
せ

　

川
崎
区　

佐
々
木
和
子

　

認
知
症
予
防
の
た
め
に
四

文
字
熟
語
の
問
題
を
自
分
で

解
い
て
、
後
で
友
達
と
答
え

合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
。
最

近
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
も
自
分

で
解
い
て
、
後
で
友
達
と
答

え
合
わ
せ
を
し
て
か
ら
応
募

し
て
い
ま
す
。
カ
ギ
の
開
か

な
い
の
が
時
々
あ
り
ま
す
。

し
た
。

　

前
回
の
応
募
で
、
初
め
て

図
書
カ
ー
ド
当
た
り
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

連
続
10
回
当
選
し
な
か
っ
た

方
に
も
贈
呈
さ
れ
る
と
記
載

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
応
募
し

続
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。暑

く
て
も

　

川
崎
区　

澤
木
昭
子

　

蒸
し
暑
く
て
動
く
の
が
大

変
な
季
節
で
す
。
外
に
出
る

の
も
億
劫
で
す
が
、
出
て
し

ま
え
ば
こ
ち
ら
の
も
の
で

す
。
た
ま
に
は
友
達
に
も
会

旬
の
果
物
満
喫

　

川
崎
区　

馬
場
昌
子
54

　

先
日
、
バ
ス
ツ
ア
ー
で
山

梨
へ
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
お
中
元
で

も
さ
く
ら
ん
ぼ
を
頂
い
た
り

と
、
旬
の
果
物
を
満
喫
し
ま

健康
川柳 大募集

健康に関する内容の川柳を募集いたします。応募作品の中から健康
づくり委員会で選考し、本紙2024年１月号に掲載します。

健康に関する内容で、自作・未発表の作品であること。
支部・氏名もしくはペンネーム・年齢（学年）・連絡先も
　記載して下さい。

本部  健康まちづくり推進部  法人健康づくり委員会
〒210-0804 川崎区藤崎4-21-2ふじさきクリニック4階
　【電　話】044-266-7532
　【 F A X】044-287-1570
　【メール】machizukuri@kawaikyo.or.jp
              　  ※タイトルに「健康川柳」と記載して下さい。

に関する
を

9月末まで
キッズ川柳 も大募集
応募資格：中学生まで

参加賞あり

問
い
合
わ
せ

送
り
先

川崎区　佐々木 和子

私
設
ゆ
り
が
お
か

児
童
図
書
館

　
「
私
設
ゆ
り
が
お
か
児
童

図
書
館
」
は
１
９
７
６
（
昭

和
51
）
年
、
現
在
の
麻
生
区

東
百
合
丘
４
丁
目
に
、
渋
谷

益え
き

左ぞ

右う

さ
ん
、
た
け
さ
ん
夫

妻
が
私
財
を
投
じ
て
つ
く
っ

た
児
童
図
書
館
で
す
。
益
左

右
さ
ん
は
町
田
市
出
身
で
、

生
命
保
険
会
社
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
１
９
３

８
（
昭
和
13
）
年
に
は
北
原

白
秋
の
多
磨
短
歌
会
に
入
会

し
、
白
秋
没
後
も
同
会
解
散

ま
で
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

　

文
学
や
本
に
造
詣
の
深
い

益
左
右
さ
ん
は
、
当
時
か
ら

い
つ
か
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
本
や
郷
土
史
を
残
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
定
年
後
に
図

書
館
を
開
設
し
、
地
域
住

民
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
ゆ
り
の
子

会
」
と
と
も
に
運
営
し
ま

し
た
。
近
隣
に
公
立
図
書

館
が
な
い
（
麻
生
区
分
区

前
）
当
時
か
ら
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
む

場
所
を
提
供
し
続
け
ま
し

た
。
ま
た
益
左
右
さ
ん
は
麻

生
区
内
の
文
学
に
ま
つ
わ
る

書
籍
も
残
し
て
い
て
、
こ
の

「
都
築
ヶ
岡
の
文
芸
者
編
」

で
は
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

99

都
築
ヶ
岡
の
文
芸
者
編

『
私
設
ゆ
り
が
お
か
児
童
図
書
館
』

　

　

筆
者
は
柿
生
出
身
で
す

が
、
当
時
小
学
校
で
図
書
館

の
お
知
ら
せ
プ
リ
ン
ト
が
配

ら
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
自
宅
か
ら
は
少
々
遠

か
っ
た
の
で
す
が
、
一
度
行

っ
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。住
宅
街
の
中
に
あ
っ
て
、

見
た
目
は
一
軒
家
な
の
で
、

入
る
の
に
躊
躇
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
で
も
館
内
は
普

通
の
図
書
館
で
児
童
文
学
書

か
ら
子
ど
も
向
け
の
自
然
科

学
、
郷
土
本
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
印
象
的
で

し
た
。

　

そ
の
後
同
図
書
館
は
２
０

０
６
（
平
成
18
）
年
に
益
左

右
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

や
、
老
朽
化
な
ど
を
理
由
に

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
３

月
に
閉
館
。
建
物
も
売
却
さ

れ
て
な
く
な
り
ま
し
た
。

蔵
書
を
移
し
て
復
活

　
「
館
長
の
思
い
を
受
け
継

ぎ
た
い
」
と
集
ま
っ
た
図
書

館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
有

志
が
復
活
に
向
け
て
動
き
を

つ
く
り
、
市
や
地
元
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
協
力
も
得

て
、
２
０
１
４
年
４
月
に
、

白
山
中
学
跡
地
に
開
所
し
た

白
山
愛
児
園
（
総
合
児
童
福

祉
施
設
）
と
ラ
ス
ー
ル
麻
生

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

の
２
カ
所
へ
蔵
書
を
移
し
ま

し
た
。

　

現
在
で
は
白
山
愛
児
園
内

に
「
白
山
子
ど
も
図
書
館
ほ

ん
の
森
」
を
開
設
し
、
本
の

閲
覧
、
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
白
山
愛
児
園
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
同
図
書
館

か
ら
運
ん
で
き
た
本
の
整
理

を
進
め
、
現
在
で
は
８
千
冊

の
蔵
書
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
で

生
き
続
け
る
こ
と

　

生
前
、
益
左
右
さ
ん
、
た

け
さ
ん
夫
妻
は
川
崎
医
療
生

協
組
合
員
で
も
あ
り
、
た
け

さ
ん
は
た
び
た
び
社
会
保
障

運
動
へ
の
参
加
や
、
麻
生
南

支
部
で
子
ど
も
向
け
の
健
康

講
座
と
し
て
、
施
設
ゆ
り
が

お
か
児
童
図
書
館
で
出
前
教

室（
子
ど
も
へ
の
健
康
講
座
）

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
子

ど
も
や
幅
広
い
団
体
と
手
を

つ
な
い
だ
私
設
ゆ
り
が
お
か

児
童
図
書
館
は
、
そ
の
精
神

を
今
に
引
き
継
ぎ
、
地
域
で

生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
民
医
連

事
務
局
次
長　

岡
琢
也

「白山子ども図書館ほんの森」

川
崎
貨
物
駅
（
川
崎
区
）

こ
ん
な
川
崎
、

　
　
こ
れ
も
川
崎

　

シリーズ

第46回
シリーズ

第46回

　

東
西
に
約
31
㎞
、
南
北
に
約
19
㎞
。
東
京
と
横
浜
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
川
崎
市
は
、
内
陸
の
北
側
と
海
側
の
南
で
は

街
の
風
景
も
か
な
り
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
川
崎
の
し
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
の
な
か
で
、
今
回
は
、
川
崎
臨
海
部
の
貨
物
専
用
駅

で
あ
る
川
崎
貨
物
駅
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
部　

平
野
賢
治

　

川
崎
区
塩
浜
町
に
あ
る
川
崎

貨
物
駅
の
総
面
積
は
約
38
万
㎡

で
、
東
京
ド
ー
ム
８
個
分
の
広

さ
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
広
大

な
敷
地
の
中
に
は
、
ま
る
で
精

密
機
器
の
電
子
回
路
の
よ
う
な

密
度
で
レ
ー
ル
が
び
っ
し
り
と

敷
か
れ
て
い
ま
す
。
貨
物
専
用

の
駅
の
た
め
、
そ
の
規
模
に
反

し
て
知
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

貨
物
専
用
の
線
路
は
鶴
見

線
・
南
武
線
の
浜
川
崎
駅
か
ら

が
伸
び
て
い
て
、
首
都
高
速
横

羽
線
に
沿
う
形
で
、
渡
田
、
浅

下
へ
と
潜
り
、
多
摩
川
の
下
を

通
っ
て
京
急
天
空
橋
駅
の
そ
ば

を
通
過
し
、
大
田
市
場
を
過
ぎ

た
と
こ
ろ
で
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
、
日
本
最
大
の
貨
物
専
用
駅

で
あ
る
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

　

川
崎
貨
物
駅
に
関
わ
る
線
路

や
駅
は
旅
客
用
で
は
な
い
た

め
、
一
般
の
人
が
利
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

こ
れ
ら
貨
物
専
用
の
駅
や
線
路

を
旅
客
利
用
で
き
な
い
か
と
い

う
議
論
は
、
こ
の
沿
線
の
自
治

体
や
国
土
交
通
省
で
20
年
以
上

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
旅
客
線
と

も
う
ひ
と
つ
は
千

鳥
町
駅
へ
と
終
着

し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
駅
は
工
場
群
に

隣
接
し
て
い
て
、

主
に
ガ
ソ
リ
ン
や

化
学
製
品
を
貨
物

と
し
て
載
せ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

川
崎
貨
物
駅
か

ら
伸
び
る
も
う
ひ

と
つ
の
路
線
は
、

駅
を
出
て
す
ぐ
地

野
、
池
上
町
な
ど
を

通
っ
て
た
ど
り
着
く

の
が
川
崎
貨
物
駅
で

す
。
所
在
地
は
塩
浜

４
丁
目
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
敷
地

は
塩
浜
だ
け
に
お
さ

ま
ら
ず
、
田
町
や
日

の
出
町
な
ど
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
貨
物
駅
か
ら

先
の
線
路
は
３
つ
に

分
か
れ
て
い
て
、
そ

東京ドーム８個分の広大な川崎貨物駅

し
て
も
利
用
で
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
川
崎
方
面
か
ら
羽
田
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
な
ど
を
期

待
し
て
の
こ
と
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど

も
あ
り
、
計
画
は
遅
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

川
崎
貨
物
駅
は
、
京
急
小
島

新
田
駅
よ
り
徒
歩
約
５
分
。
Ａ

Ｏ
Ｉ
国
際
病
院
に
隣
接
し
て
い

ま
す
。
小
島
新
田
駅
す
ぐ
そ
ば

の
「
い
つ
く
し
ま
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
う」

を

利
用
す
れ
ば
、
川
崎
貨
物
駅
を

上
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

いつくしま跨線橋から見た貨物専用の線路

の
う
ち
２
つ
は
海
側
へ
と
伸

び
て
、
ひ
と
つ
は
浮
島
駅
、
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第327回

大
好
き
で
す
。
今
回
は
少
し

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
で

き
て
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

さ
く
ら
ん
ぼ

麻
生
区　

岡
野
由
美
子
64

　

今
年
は
さ
く
ら
ん
ぼ
が
安

く
、
大
好
き
な
の
で
嬉
し
い

で
す
。
子
ど
も
の
頃
ふ
た
つ

く
っ
つ
い
た
さ
く
ら
ん
ぼ
を

離
す
の
が
可
哀
想
で
、
ふ
た

つ
い
っ
ぺ
ん
に
口
に
入
れ
て

「
一
緒
に
食
べ
て
あ
げ
る
か

ら
ね
」
な
ー
ん
て
、
言
い
な

が
ら
食
べ
た
こ
と
を
思
い
出

妻
へ
感
謝

幸
区　

平
間
和
夫
73

　

妻
が
股
関
節
の
手
術
の
た

め
、
一
週
間
入
院
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
何
も
で
き

な
い
私
の
た
め
に
自
分
の
こ

と
よ
り
心
配
し
て
い
る
妻
を

見
て
、
心
で
は
す
ま
な
い
と

思
い
な
が
ら
顔
に
は
出
せ
な

い
私
で
し
た
。

パ
ズ
ル
大
好
き

宮
前
区　

井
手
澄
子
85

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が

し
ま
す
。

歩
け
と
言
わ
れ
る
が

　

川
崎
区　

波
多
野
賢
80

　

１
ヵ
月
に
１
度
、
京
町
診

療
所
に
通
っ
て
い
ま
す
。
仕

事
を
辞
め
て
５
年
、
病
院
の

先
生
か
ら
歩
け
歩
け
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
毎
日
テ
レ

ビ
を
見
て
い
る
生
活
で
す
。

社
会
と
か
か
わ
っ
て

幸
区　

岩
本
貴
子
56

　

７
月
号
の
認
知
症
予
防
作

戦
を
興
味
深
く
読
み
ま
し

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
余
白
に
書
か
れ
た
「
内
容
」
は
、
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

ＢＡ

C

Ｅ

Ｄ

メールでの送付先 machizukuri@kawaikyo.or.jp

EDA B C

《解き方》イラストをヒントにして、二重ワクの５文字を
　　　　 うまく並べてできる言葉は？

斉
藤
慶
子

（
川
崎
区
）

小
笠
原
あ
ゆ
み（
川
崎
区
）

佐
藤
伸
武

（
川
崎
区
）

藤
原
晋
一

（
幸　

区
）

上
野
規
子

（
中
原
区
）

三
田
は
る
美
（
高
津
区
）

佐
野
章

（
高
津
区
）

佐
藤
實

（
宮
前
区
）

山
谷
敏
子

（
多
摩
区
）

埋
橋
正
治

（
多
摩
区
）

前
田
清
春

（
多
摩
区
）

東
登
代
子

（
麻
生
区
）

河
合
武
揚

（
市　

外
）

〈
敬
称
略
〉

　

７
月
号
の
答
は
「
サ
ク
ラ

ン
ボ
ガ
リ
」
で
し
た
。
応
募

者
は
２
２
２
人
（
正
解
は
２

２
０
人
）。
正
解
者
の
内
訳

は
川
崎
区
１
１
０
人
・
幸
区

13
人
・
中
原
区
14
人
・
高
津

区
23
人
・
宮
前
区
10
人
・
多

摩
区
27
人
・
麻
生
区
19
人
・

市
外
４
人
で
す
。
編
集
委
員

会
で
抽
選
の
結
果
、
当
選
者

に
は
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
し
た
。

　

大
沼
真
早
美
（
川
崎
区
）

　

濱
田
美
千
子
（
川
崎
区
）

　

中
山
美
子

（
川
崎
区
）

　

田
島
佳
奈

（
川
崎
区
）

　

宍
戸
元
子

（
川
崎
区
）

　

郷
地
淑
子

（
川
崎
区
）

　

遊
佐
ミ
チ
子
（
川
崎
区
）

325回

答え「サクランボガリ」
　

パ
ズ
ル
の
答
と
川
柳
は
、

ハ
ガ
キ
で
左
記
ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
と
よ
ろ
し

け
れ
ば
年
齢
を
記
入
し
て
下

さ
い
。
メ
ー
ル
で
の
ご
応
募

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
送

付
先
の
ア
ド
レ
ス
は
解
答
枠

の
下
を
ご
覧
下
さ
い
。
医
療

生
協
新
聞
へ
の
感
想
や
近
況

を
余
白
に
記
入
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、

川
柳
は
ひ
と
り
、
一
句
、
既

に
発
表
済
の
も
の
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
20
人
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
贈
り
し
ま
す
（
連
続
10

回
当
選
し
な
か
っ
た
方
に
も

贈
呈
し
ま
す
）。
締
切
り
は

９
月
25
日
、
発
表
は
11
月
号

紙
面
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
送
り
先
〉

〒
２
１
０－

０
８
０
４　

川
崎
区
藤
崎
４－

21－

２　

川
崎
医
療
生
協
本
部　

編
集
委
員
会

筋
ト
レ
で
持
続
可
能
な
足
と
腰　
　
　
　
　
　
　

高
津
区　

梅
山
す
み
江

孫
が
来
る
ス
マ
ホ
タ
ッ
チ
で
メ
ニ
ュ
ー
決
め　
　

川
崎
区　

市
原
文
子

「
危
な
い
よ
」
昔
は
子
供
に
今
子
か
ら　
　
　
　

  

川
崎
区　

鎌
田
克
子
73

外
出
は
水
と
塩
ア
メ
忘
れ
ず
に　
　
　
　
　
　
　

宮
前
区　

髙
山
富
恵
70

古
稀
過
ぎ
て
残
る
奥
歯
も
ご
く
わ
ず
か　
　
　
　

幸　

区　

平
間
和
夫
73

免
許
よ
り
マ
イ
ナ
を
先
に
返
納
し　
　
　
　
　
　

宮
前
区　

佐
藤
實
86

ノ
ー
マ
ス
ク
店
も
我
が
家
も
在
庫
あ
り　
　
　
　

幸　

区　

長
澤
昭
子

俺
一
人
待
合
室
に
待
つ
不
安　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
区　

牧
岡
英
夫
70

見
つ
け
た
ぞ
テ
ー
ブ
ル
下
に
薬
あ
り　
　
　
　
　

多
摩
区　

埋
橋
正
治
73

努
力
義
務
品
薄
買
え
ぬ
ヘ
ル
メ
ッ
ト　
　
　
　
　

市　

外　

森
智
美

　

川
柳
の
基
本
形
は
、「
５
・
７
・
５
」

で
す
。
応
募
の
際
こ
の
リ
ズ
ム
を
忘

れ
ず
に
！

み
ん
な
で

み
ん
な
で 
川
柳
川
柳

編
集
部
よ
り

ひ
と
こ
と

みなさんからの
オリジナル川柳を
おまちしています

た
。
身
体
を
動
か
し
て
積
極

的
に
社
会
と
か
か
わ
っ
て
生

活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。必

死
に
解
い
て

麻
生
区　

津
久
井
志
津
恵

　

今
回
の
パ
ズ
ル
は
難
し
く

空
欄
ば
か
り
で
し
た
。
少
し

ず
つ
頭
に
油
を
さ
し
、
わ
か

っ
て
来
た
と
こ
ろ
で
イ
ラ
ス

ト
に
目
が
行
き
…
な
ん
だ

ー
。
答
と
一
致
し
必
死
に
解

い
て
い
た
自
分
に
笑
い
ま
し

た
。

　

麻
生
区　

加
藤
正
子
78

　

私
は
福
島
生
ま
れ
で
す
。

両
親
が
早
く
亡
く
な
っ
た
の

で
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
少
し
古
い
言
い
方
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が「
落
と
し
た
」

⇐「
ほ
ろ
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

　

中
原
区　

青
木
ミ
イ

　

私
は
新
潟
生
ま
れ
で
す
の

で
、
と
こ
ろ
に
よ
り
違
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
う
そ

つ
き
」
の
こ
と
を
「
テ
ン
ポ

ー
コ
キ
」
と
い
う
の
で
す
。

お
か
し
い
で
す
ね
。

お
国
こ
と
ば

い
ろ

ろ
い

①　

う
ろ
こ
雲
と
も
い
う
魚
の

名
前
が
つ
い
た
巻
積
雲

⑤　

〇
〇
に
耳
あ
り
障
子
に
目

あ
り

⑦　

ビ
ー
ル
と
い
え
ば
、

　
　

こ
の
国

⑧　

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
の

　
　

Ｍ
は
？

村
哲
医
師

②　

海
外
で
は
ド
レ
ス
シ
ャ
ツ

③　

ぜ
い
た
く
を
し
な
い
生
活

④　

カ
エ
デ
科
の
数

　
　

種
を
こ
う
呼
ぶ

⑤　

〇
〇
速
電
車
、
〇
〇
適
、

〇
〇
挙
、
〇
〇
音

⑥　

こ
の
国
も
ビ
ー
ル
で
有
名

で
す

⑨　

霊
長
類
と
は
人
間
を
含
む

〇
〇
の
仲
間
で
す

⑪　

ア
シ
カ
の

　
　

仲
間
の
海
獣

⑫　

手
応
え
な
し
。

　
　

〇
〇
〇
に
腕
押
し

⑭　

兵
庫
県
豊
岡
市
と
い
え
ば

全
国
有
数
の

　
　

〇
〇
〇
の
産

　
　

地
で
す

⑮　

手
間
が
か
か
る
こ
と

⑯　

昼
休
み
の
〇
〇
〇
で
午
後

の
仕
事
は
能
率
ア
ッ
プ

⑱　

〇
〇
は
友
を
呼
ぶ

⑲　

元
素
番
号
26
、
元
素
記
号

は
Ｆ
ｅ

⑩　

急
（
せ
い
）
て
は
事
を
〇

〇
〇
〇
〇

⑪　

〇
〇
方
、
〇
〇
心
、
〇
〇

　
　

元
、
〇
〇
子
丼

⑫　

間
に
合
っ
て
い
ま
す
。
〇

〇
サ
ン
キ
ュ
ー
で
す

⑬　

全
国
い
た
る
所
。
〇
〇
浦

　
　

浦

⑮　

織
田
信
長
が
印
章
に
用
い

た
言
葉
「
〇
〇
〇
布
武
」

⑰　

小
説
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」

を
書
い
た
の
は
？

⑳　

小
規
模
な
医
療
施
設

㉑　

情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
、

〇
〇
〇
〇
教
育
、
〇
〇
〇

〇
カ
ラ
オ
ケ

①　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
〇
〇

を
た
く
さ
ん
掘
っ
た
故
中
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伝えたい思い
坂野 美智子　96歳

（富山市在住）

富山空襲を生きのびて
　

昭
和
20
年
８
月
１
日
夜
11
時

頃
、
聞
き
慣
れ
た
警
戒
警
報
サ

イ
レ
ン
が
け
た
た
ま
し
い
空
襲

警
報
発
令
に
変
わ
る
や
い
な

や
、
街
の
人
は
一
斉
に
家
か
ら

外
へ
飛
び
出
し
ま
し
た
。
北
の

空
は
真
っ
赤
で
「
富
山
駅
裏
に

焼
夷
弾
が
落
ち
た
」
と
。
ま
さ

か
Ｂ
29
が
富
山
に
来
る
な
ん
て
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
家
の
玄
関

先
に
並
べ
て
あ
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
上
と
台
所
の
奥
に
弾
が
落

下
。
気
丈
な
母
は
常
備
し
て
い

た
防
火
用
バ
ケ
ツ
の
水
で
消
火

し
よ
う
と
し
た
が
、「
逃
げ
ろ

逃
げ
ろ
」
の
声
に
家
族
は
た
だ

防
空
頭
巾
に
手
ぬ
ぐ
い
一
本
の

姿
で
人
の
波
に
乗
り
松
川
沿
い

に
、神
通
川
に
向
か
い
ま
し
た
。　

も
う
も
う
と
襲
っ
て
く
る
煙
に

む
せ
る
の
で
、
道
路
沿
い
に
設

置
し
て
あ
る
防
火
用
水
の
水
の

顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

総
会
は
、
田
中
重
光
・
日
本
原

水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
代
表

委
員
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
Ａ
・
ク
メ
ン
ト

欧
州
軍
縮
不
拡
散
局
長
が
「
核

抑
止
力
」
の
危
険
性
を
強
調
。

メ
キ
シ
コ
の
Ｓ
・
サ
ン
ブ
ラ
ー

ノ
駐
日
代
理
大
使
は
「
核
禁
止

条
約
の
強
化
に
は
多
く
の
国
の

批
准
が
必
要
」と
訴
え
ま
し
た
。

濃
密
討
論
、

　

ア
ジ
ア
連
帯
を
確
認

　

８
日
午
前
は
分
科
会
が
開
か

れ
、
筆
者
は
「
ア
ジ
ア
と
日
本

「
核
抑
止
力
」の

　

危
険
性
を
強
調

　

原
水
爆
禁
止
２
０
２
３
世
界

大
会
・
長
崎
が
８
月
７
日
か
ら

開
催
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含

む
参
加
者
は
４
３
０
０
人
と
な

る
な
か
、
川
崎
医
療
生
協
か
ら

も
組
合
員
・
職
員
合
わ
せ
て
11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
台
風
の

襲
来
で
９
日
ま
で
予
定
さ
れ
て

い
た
会
期
は
８
日
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
会
総
会
前
、
11
人
で
海
外

代
表
参
加
者
に
「
折
り
鶴
の
帽

子
飾
り
」
を
配
布
す
る
と
、
笑

の
非
核
平
和
」
の
第
２
分
科
会

に
出
席
。
主
催
者
か
ら
は
、
九

州
か
ら
与
那
国
島
に
至
る
「
琉

球
弧
」
を
含
む
「
列
島
構
造
線
」

で
、
台
湾
有
事
に
備
え
た
自
衛

隊
の
大
型
ミ
サ
イ
ル
や
レ
ー
ダ

ー
通
信
基
地
化
が
進
み
、
い
つ

で
も
敵
基
地
を
攻
撃
で
き
る
戦

争
間
近
の
情
勢
に
あ
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｃ
・
フ
ァ
ブ

ロ
ス
非
核
連
合
事
務
局
長
は

「
米
軍
基
地
を
撤
去
さ
せ
た
が
、

そ
の
後
米
軍
に
国
内
軍
事
基
地

の
自
由
な
使
用
を
認
め
、
中
国

進
出
阻
止
の
戦
争
準
備
が
進
ん

で
い
る
」
と
報
告
、
韓
国
市
民

団
体
代
表
の
金
テ
ギ
ョ
ン
女
史

は
「
米
軍
を
中
心
に
台
湾
有
事

に
備
え
た
実
践
演
習
が
行
わ
れ

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

筆
者
は
「
日
本
は
大
戦
中
、

長
崎
の
炭
鉱
・
造
船
所
・
兵
器

工
場
で
強
制
労
働
さ
せ
た
韓
国

人
ら
『
徴
用
工
』
を
原
爆
犠
牲

者
の
遺
体
処
置
に
動
員
し
、
１

万
２
千
人
を
被
爆
死
さ
せ
た
加

害
責
任
が
あ
る
。
横
浜
・
川
崎

な
ど
で
こ
の
問
題
を
風
化
さ
せ

な
い
『
戦
争
加
害
パ
ネ
ル
展
』

を
毎
年
行
っ
て
い
る
」
と
発
言

し
ま
し
た
。

「
長
崎
か
ら
の

　

よ
び
か
け
」
を
採
択

　

分
科
会
後
、
医
療
生
協
の
代

表
団
は
、
折
り
鶴
の
奉
納
や
長

崎
原
爆
資
料
館
の
訪
問
な
ど
に

分
か
れ
て
行
動
し
、
午
後
に
は

閉
会
総
会
に
参
加
。総
会
で
は
、

中
満
泉
・
国
連
軍
縮
担
当
上
級

代
表
か
ら
「
市
民
社
会
は
核
リ

ス
ク
を
減
少
し
、
軍
縮
を
進
め

る
存
在
だ
」
と
い
う
声
や
、
岸

本
聡
子
・
杉
並
区
長
か
ら
は「
杉

並
の
女
性
に
よ
る
草
の
根
の
市

民
運
動
か
ら
こ
の
原
水
禁
運
動

が
拡
が
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ

し
、
核
保
有
国
や
『
核
の
傘
』

の
下
に
い
る
国
々
で
こ
そ
核
廃

絶
の
運
動
が
必
要
」
だ
と
い
う

声
が
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
先
に
広
島
市

長
が
日
本
政
府
に
対
し
て
「
次

回
の
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国

会
議
に
参
加
し
、
早
く
締
約
国

と
な
り
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
動
き
を
後
押
す
べ
き
」
と
、

求
め
た
こ
と
に
共
感
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
す
べ
て

の
国
の
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
支
持
と
参
加
を
求
め

る
」
と
い
う
「
長
崎
か
ら
の
よ

び
か
け
」
が
、
参
加
者
の
総
意

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
手
ぬ
ぐ
い
を
濡
ら
し
、
そ

れ
を
口
に
当
て
な
が
ら
走
る
た

め
、
私
は
堤
防
か
ら
一
度
は
こ

ろ
げ
落
ち
た
も
の
の
全
力
を
振

り
絞
り
な
が
ら
、
水
の
流
れ
の

多
い
場
所
に
親
子
が
体
を
寄
せ

会
い
ま
し
た
。

　

北
の
空
か
ら
隊
列
を
な
し
て

飛
ん
で
く
る
Ｂ
29
を
に
ら
み
な

が
ら
「
弾
よ
ど
う
か
私
達
か
ら

そ
れ
て
く
れ
」
と
祈
る
ば
か
り

で
、
国
に
対
し
て
は
「
明
日
か

ら
で
も
不
二
越
の
軍
需
工
場
で

働
き
ま
す
」
と
固
く
誓
い
ま
し

た
。
２
時
間
余
り
で
富
山
市
街

は
火
の
海
と
化
し
、
炎
の
中
に

レ
コ
ー
ド
盤
が
一
枚
舞
い
上
が

り
、
一
羽
の
鳥
が
逃
げ
惑
う
姿

は
今
も
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。

横
の
神
通
中
学
校
の
講
堂
は
私

た
ち
被
災
者
と
直
撃
弾
を
受
け

た
人
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、「
足

何
事
が
起
き
た
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
山
積
み
さ
れ
た
キ
ュ
ウ

リ
が
ひ
と
り
に
一
本
ず
つ
配
給

さ
れ
た
時
に
は
嬉
し
く
て
、「
自

分
は
助
か
っ
た
の
だ
」
と
実
感

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
焼
け
た

自
分
の
家
を
見
に
行
こ
う
と
し

ま
し
た
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は

と
け
て
熱
く
一
歩
ず
つ
歩
く
の

が
や
っ
と
。
目
の
前
の
道
路
で

黒
焦
げ
の
馬
が
電
線
に
宙
吊
り

に
な
っ
て
い
る
姿
や
、
親
子
が

丸
焦
げ
で
転
が
っ
て
い
る
姿
か

ら
目
を
逸
ら
し
ま
し
た
。
捜
し

当
て
た
我
が
家
の
防
空
壕
に

は
、
逃
げ
る
時
に
投
げ
込
ん
だ

品
々
が
ブ
ス
ブ
ス
と
音
を
立
て

異
臭
を
放
ち
、
井
戸
は
枯
れ
、

た
だ
青
空
だ
け
が
美
し
く
、
何

の
感
情
も
湧
か
な
い
ま
ま
河
原

へ
戻
り
ま
し
た
。

　

一
尺
ご
と
に
焼
夷
弾
の
あ
と

が
ち
ぎ
れ
る
わ
」「
手
が
ち
ぎ

れ
る
わ
」
と
泣
き
叫
ぶ
呻
き
声

で
阿
鼻
叫
喚
の
あ
り
さ
ま
で
し

た
。

　

突
然
、
講
堂
の
入
口
に
ト
ラ

ッ
ク
一
台
が
到
着
し
た
時
は
、

私の戦争体験107

が
白
く
残
る
無
惨
さ
は
３
０

０
０
人
余
り
を
焼
失
し
た
夢

物
語
で
す
。
父
の
実
家
に
行

く
途
中
に
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ

ス
が
た
わ
わ
に
実
る
畑
か
ら

キ
ュ
ウ
リ
を
盗
み
取
っ
た
と

き
の
良
心
の
咎
め
は
、
い
ま

だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

父
の
実
家
に
は
30
人
足
ら

ず
が
雑
居
し
、
母
の
実
家
に

は
７
年
間
お
世
話
に
な
り
、

日
々
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
て

い
た
こ
ろ
を
思
い
出
す
と
悲

し
く
な
り
ま
す
。
当
時
父
は

44
歳
、
母
は
41
歳
、
私
は
18

歳
、
妹
は
15
歳
、
弟
は
６
歳

で
し
た
。
現
在
私
と
弟
は
そ

れ
ぞ
れ
施
設
住
ま
い
で
す

が
、
ふ
と
戦
災
の
話
に
な
る

と
、「
す
べ
て
お
国
の
た
め

に
我
慢
我
慢
だ
っ
た
ね
」
で

終
わ
る
の
で
し
た
。

富山大空襲後の市街地（パブリック・ドメイン）

閉会総会会場前で川崎医療生協参加者ほか

このような症状で悩んでいませんか？ 労災・職業病労災・職業病
無料健康相談会無料健康相談会労災保険で休業補償や一時金が支給され、治療費も補償されます

トンネル工事・建設業・製造業・造船業・整備業・石材業・林業・アスベスト関係現場などで働いたみなさん

日時　10月８日（日）
　　　10：00 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 15：00
会場　川崎市産業振興会館　
　　　10 階　第四会議室
　　　川崎市幸区堀川町 66-20

予約不要・お気軽にどうぞ

全日本建設交運一般労働組合（建交労）

労災職業病相談センター
〒 169－0073　東京都新宿区百人町４－７－２

主催

TEL 03－3360－8021（平日 10：00 ～ 16：00）
お問い合わせはこちらまで

粉じん職場や
石綿を扱う仕事をしていた方

アスベスト関連疾患または
じん肺かもしれません

振動工具を使用する
仕事をしていた方 振動障害かもしれません

騒音が発生する環境で
仕事をしていた方 騒音性難聴かもしれません

仕事

仕事が原因の病気は労災保険が適用されます
労災認定されると、休業補償や障害一時金が支給
され、病院の治療費も全額労災保険から出ます。
仕事が原因の病気なら、職場を退職してからでも、
職場が倒産・廃業していても補償を受けられます。

退職後でも
大丈夫です
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